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表2。健常者群と神経症者群の平均値の比較
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表4．〈自己〉パターンの高い2群の平均値の比較
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う思いが強かったり、内向的だったり自分を認めて欲しいという気持ちが強い場合は不適応にな
りやすいと言えるだろう。このような場合は、二面的記述は認知的に統合されているのではなく、
アンビバレンスが強く、葛藤、緊張状態にあるのではないかと考えられる。他のパターンの結果
の詳細や考察については小林哲郎（2006）を参照して頂きたい。
4－2．〈決意〉とく自己〉
　ここでは、この分析の中からく決意〉のパターンについての分析を紹介する。学生相談群でく
決意〉の高い者11名の各パターン得点の平均と大学生群でく決意〉の高い23名の平均を比べたの
が、表3である。この表からわかるように、学生相談群は、〈自己〉が高い。すなわち、＜決
意〉が高く不適応になりやすい人たちは、〈自己〉も高くなることが考えられるのである。
　ここで、〈自己〉について少し説明を加える。
　〈自己〉は、後半で、自分自身のことに言及するパターンである（例「家の人は私を　大切に
する　が　私はそれがうっとうしい」）。自己への関係づけは心的エネルギーの内向と関係するも
のと考えられる。このパターンはMMPIのPa（パラノイア）、　Pt（精神衰弱）尺度と正相関があ
る。Pt尺度と正相関があるのはく決意〉とく自己〉だけであり、学生相談群でく決意〉の高い
者がく自己〉も高いという結果は、ますます強迫的傾向との関連が予想される。
　また、〈自己〉は集団TATの「権力欲求」、「幸福な結末」と正相関、「独立欲求」、「退行」、
「不幸な結末」と負相関があった。権力欲求があり、独立欲求がないということ、そしてこの検
査で「退行」が低いのは、自己顕示的態度になる。これらを総合すると他者を支配し利用して自
分の欲求を満たそうとするようなパーソナリティ像が浮かんでくる。
　このように、〈自己〉には他者を支配するような側面があるが、〈自己〉の高い臨床群と健常
群の2群の他のパターンでの平均値の比較をすると意外な結果が出た。それは、表4のようなも
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のであり、臨床群の方の特徴ではなく、健常群の方が〈肯定肯定〉が高いという結果なのであ
る。〈肯定肯定〉は、愛着や肯定的執着と関連するものであり、健常者でく自己〉が高く内省的
な者は、対象への愛着もあることになる。すなわち、〈自己〉の高い者には、他者を支配して自
分の欲求を満たそうとするような人もいるが、内省力もあり、他者にも愛着ももてるような自己
の内外にエネルギーを向けられるような両向性の高い人もいるようである。
　このように考えると、〈決意〉にも社会的に望ましい克服型の努力と几帳面に同じことを繰り
返し、それで適応できている人もおり、〈自己〉にも内向的だけでなく両向性の高い人もいると
言うことになる。そうすると、単純に、〈決意〉とく自己〉が高いほど強迫性障害の傾向に近づ
くと断言していいのかという疑問がわいてくる。健康範囲の強迫性が高じてく自己〉と結びつく
と強迫性障害になるという図式だけで考えるのは単純にすぎるのではないだろうか。
　実際、学生相談群のく決意〉とく自己〉の合計点の高い人の中には、1番目にく決意〉の飛び
抜けて高い適応障害の男子学生、2番目がく自己〉の高い全般性不安障害の女子学生がいたが、
後は適応障害2人、社会恐怖2人で、彼らは大学にも出て、学生生活は続けられ就職もした人た
ちである。しかも、この得点の最下位に強迫性障害の一人がいる。反応パターンとしてのく決
意〉は、一般的には克服型の努力家と関係し、繰り返してこのパターンを使い強迫性障害になる
人もいるが、〈自己〉と結びつけても、それだけで強迫性障害をうまく弁別するとは限らないこ
とがわかった。また、〈決意〉単独で高い人たち11人を見ると、我慢強く、社会的承認欲求が強
く、倫理観の強い人たちが多い。2年間の引きこもり不登校が1人、大うつ病で年単位の治療を
受けた人が2人いるが、他の8人は、進学、就職のできた人たちである。〈決意〉は、強迫性と
も関係するが、几帳面さと熱心さで目標に向けて努力するという社会的に望ましい責任感の強い
パーソナリティを反映し、躁うつ病の病前性格との関連の方が強そうである。
4－3．〈希望〉、〈否定否定〉
　〈決意〉とく自己〉のパターンは、強迫性には関係するが、強迫スペクトラムの強迫性障害の
一面しか予測できないことがわかった。Salzman，　L。（1973）は、強追回スタイルに共通する基
本的ダイナミズムとして「無力感という不快な感情を避け克服するために自分自身と環界とをコ
ントロールしょうとする試み」と表現している。成田（2002）は現代の強迫パーソナリティは脆
弱な自己愛を守るために自身の内界と外界をコントロールして、自分が傷つけられない安全域を
確保しようとすると述べており、強迫的防衛の破綻が、強迫神経症、摂食障害、青年の親に対す
る家庭内暴力、不登校、薬物嗜癖などにつながるとしている。また、「自己完結型」と「巻き込
み型」の対比の中で、「巻き込み型」は「強迫行為に他者の手助けを求め、時には代行を要求す
るなど、症状に他者を巻き込んでいく」という。
　その点では、〈決意〉という自力本願的パターンと逆で他力本願的なパターンであるく希望〉
との関連もあるだろう。〈希望〉は後半で、希望、期待を記述するパターンである。
　〈希望〉のパターンはMMPIの全体でMa（軽躁病）尺度と負相関があり、　D（抑うつ）尺度
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が高い傾向があるし、男性では、D、　Pd（精神病質的偏椅）と正相関がある。全体的には抑う
つの傾向が強いこと考えられる。また、集団TATの「権力欲求」との正相関「独立欲求」との
負相関は、自分で克服するのではなく他者に依存しがちであり、他者を動かしたいと思っている
ことを示している。これは、〈自己〉と共通する部分である。P－Fスタディでは、相手に解決
に向けた要求をし、それに固執する側面が相関にでている。集団ロールシャッハのCsymは多色
図版を「夢」と反応するものなので、創造性豊かと言うより、空想の世界に惹かれやすいと考え
た方がいいだろう。
　このように、抑うつ的、引きこもりがちで、いろいろ空想することを好むが、ただ、待ってい
るだけでなく、他者を操作し、他者に解決を要求をするというようなパーソナリティとの関連が
考えられる。
　〈決意〉を自力本願とするとく希望〉は他力本願であるが、ただ待っているだけでなく、他者
にたいして何とかしてくれと迫る欲求は強く執拗かもしれない。強迫的パーソナリティの人は、
自分の失敗を怖がり、自分の思うように外界をコントロールするために、他者を利用する。それ
が極端になったら成田他（1974）のいう「巻き込み型」強迫になるのだろうが、そこまで露骨で
はないにしても、他者が動いてくれることを望んだり、自分の思い通りになることを切望してい
るのではないだろうか。このように、強い執着と他者をコントロールするという点からする
と、〈決意〉よりもく希望〉のほうが、不確実な他者に依存しながら、他者を思い通りにコント
ロールしたいという強い葛藤をはらんだ事態なので、より神経症化しやすく、強迫性障害と関連
するかもしれない。また、〈決意〉の高い人には、健康な強迫者が混ざってしまい、〈自己〉に
も両向性の高い人が混ざってしまうので、二つの比較研究で臨床群の方が高かった〈希望〉の方
が、神経症レベルの障害を反映しやすいものと考えられる。
　実際に、学生相談群でく希望〉の高い7人の内、強迫性障害、大うつ病、不潔恐怖を伴う抑う
つ、社会恐怖、適応障害、演技性人格障害、分離不安障害各1であった。14、15番目に強迫性障
害の2人がおり、〈希望〉は、強迫性障害の指標の一つになりそうである。
　さらに考えると、強迫的パーソナリティの特徴である、尊大さや外界のコントロールからする
とコントロールを喪失することを避けるために、他者や社会に対して敵意や攻撃性を向けること
が考えられる。すなわち、〈否定否定〉の高さも関係するかもしれない。実際、臨床群と健常群
の反応パターンの平均値の比較は研究はこつあるが、その二つともで臨床群の方が有意に高かっ
たのはく否定否定〉とく希望〉であった。
　そこで、学生相談群でく否定否定〉とく希望〉の合計点の高い9人を見ると、強迫性障害2、
大うつ病2、不潔恐怖を伴う抑うつ1、適応障害2、演技性人格障害、社会恐怖、各1名であり、
強迫性障害のもう一人もすぐ近くになり、ほぼ3人が入ってくる。社会恐怖の学生も「不確定要
素の強い他者や外界がコントロールできないのが怖い」と引きこもっていた学生である。ま
た、〈希望〉と似た性質を持つく自己〉と3つの得点の合計で見ると、上位12人の中に、先ほど
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の9人の内7人が入ってくる。強迫性障害1人が入れ替わっていたが、もう1人も近くにおり、
かなり似ている。
　このように考えてみると、強迫スペクトラムの中で強迫性が高じ破綻してうつ病になる場合も
あるが、外界のコントロールや尊大さなどが攻撃性と結びついた時、強迫性障害につながりゃす
いと考えられる。前者はく決意〉が高くなる場合であり、後者は、〈否定否定〉、〈希望〉が高
くなる場合である。〈自己〉は他者のコントロールという点でく希望〉と近い側面があり、〈否
定否定〉、〈希望〉、〈自己〉がからんで出てくるタイプとく決意〉が中心に高くなるタイプが
あるのではないだろうか。これは、成田他（1974）の「自己完結」型と「巻き込み」型の対比に
似てくるが、学生相談群では、「巻き込み」の極端なケースはあまりないのと、事例そのものが
少ないので、早急には結論づけられない。
5．まとめ
　このように、学生相談群のデータと照らし合わせながら分析を進めていくと、〈決意〉は健康
な強迫性も含めて、社会の要請するような几帳面に丁寧に繰り返して努力し、問題を克服してい
くようなパーソナリティと関係するようである。躁うつ病の病前性格とも重なる。その強追性は、
Salzman，　L．（1973）のいう強迫スペクトラムの考えを裏付けるように、健常者の強迫性から強
迫神経症（強迫性障害）レベルの者まで類似した性質を持っているようである。
　一方、他者をコントロールしょうとするパーソナリティと関連の深いく希望〉のパターンも、
強迫性障害に関連するし、攻撃性と関連するく否定否定〉との総合点を考えるとかなりの程度で
強迫性障害を弁別できた。〈否定否定〉、〈希望〉、〈自己〉は強迫性障害の特徴である外界の
コントロールや尊大さ、否認などと関連しているように思われる。
　このように、SCT－Bの反応パターンから強迫性障害の弁別を試みながら考察をしてみた。た
だ、他の神経症や精神病との関連も考察されてないし、事例数も少なく、あくまで試論の域を出
ない。これまでの成果から何かを結論づけることは難しいが、SCT－Bの反応パターンにより、
パーソナリティや精神病理の理解の手がかりが得られることを期待したい。
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